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 2004 年７月 22 日、白浜町臨海の北浜に、珍しいホシダカラガイの貝殻が打ち上がった。






は田辺湾産の最大種で、貝殻の長さは 10 cm ほどに達する。これほど大きなものなら、多
数見つかってもおかしくないが、ここでは稀にしか捕れないのは、生息数がかなり尐ない
からだろう。田辺湾周辺海域でのホシダカラガイの記録は、1974 年以降の 25 年間でわず
か 13 個体しかないことを、瀬戸臨海実験所元職員の田名瀬英朊さんと樫山嘉郎さんの３人



































周辺で発見されたホシダカラガイ 13 個体のうち２個体の幼貝は、1976 年の寒波で死亡し
たものである。その年の２月に北浜で発見されたのだが、１月下旪に海水温が 11 度まで低

























●このメールマガジンは、毎月 1 日と 16 日の 2 回発行の予定ですが、都合によって遅延や
中止もあります。配信を希望する方、送りたい方がありましたらアドレスをお知らせく
ださい。また、パソコンを使えない環境の方には印刷体でもお届けします。その場合は、
郵送料をご負担していただくことがあります。 
●このメールマガジンは転載自由です。海の生き物に関心を持っている方に広く読んでい
ただくために転送をお願いします。ただし写真を別の目的で使用する場合は事前にご連絡
ください。海の生き物や守る運動についての情報など、また各地で行われている海の生物
の観察会、研修会、その他の行事に関する情報もお寄せください。「うみひるも」のバック
ナンバーは、ホームページからダウンロードできます。 
●本会は自然観察会や講演会を各地で実施しています。各地で開催を希望される方、開催
をお手伝いできる方は、ご一報ください。また、各地の団体との共催も行います。ごい
っしょに講演会や観察会をしたいと思われる団体からも提案をお受けします。 
